
「鳥羽川の花」では、堤防の内側に生育している植物を
紹介しています。堤防の外側の植物に比べ、内側の植物
の方が多種多様のようです。鳥羽川の大量な水の流れが、
生物多様性の源になっているのでしょう。
緑の堤防は、３月下旬から４月上旬はセイヨウカラシ
ナ（菜の花）の黄色、５月はクサフジの淡い紫色、６月
はヒメジョオンの白色に染まります。


